第５４回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成1９年５月９日（水）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　　　　８名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)　　　　５名

出席委員氏名　　
清水義一
千野慎一郎

荻生昌平

井上純代

冨山治子

欠席委員氏名　　横山　勝

渡辺　迅
村松晶子

　　　　　　　　
放送事業者　　　佐藤恭平

伊藤迪彦
４．議　　題
　　　平成1９年５月１日（火）１９:００～１９:３０放送　　　平成1９年５月３日（木）１１:３０～１２:００　再放送
　　　番組名　らじお‘話の会’
平成1９年４月より毎週火曜日に放送、同週の木曜に再放送をしている番組。番組内容は沼津市近隣で開催されている話し方、朗読などの講座に通われていたり、朗読のボランティアをされている皆さんが構成する「話の会」というグループが朗読や語りをラジオ番組としたいという要望からスタートした番組。話し方の講師でもあり、「話の会」の主宰の加藤啓子氏が番組の司会と進行を行って、会員が物語りの朗読や各自の随筆などの語りを行う３０分の番組。

５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中お集まり頂きまして有難うございます。これまで色々な番組を審査して頂きましたが今回は第５４回目となります。本日ご審議頂きますのは、お手元の番組表に有ります様に毎週火曜日午後７時００分から放送の「らじお‘話の会’」という３０分間の番組です、なるべく多くの聴取者に聞いて頂きたいという事で同じ週の木曜日午前11時３０分から再放送をしています。沼津市近隣で開催されている話し方、朗読などの講座に通われていたり、朗読のボランティアをされている皆さんが構成する「話の会」というグループが朗読や語りをラジオ番組としたいという要望から4月よりスタートした番組です。伊豆市修善寺の由緒ある旅館がスポンサーになっていただき、始めることができました。話し方の講師でもあり、「話の会」の主宰の加藤啓子氏が番組の司会と進行を行って、会員が物語りの朗読や各自の随筆などの語りを行う番組です。聴取者対象は比較的高年齢層をと考えた番組です。それではお聞き頂きます。
　　　　　　　　　
（　番　組　聴　取　）・・・

（清水委員長）　それでは審議にはいります。今回は井上委員から順にご意見をお願いします。
（井上委員）　  　ボランティアをされている皆さんが朗読をされているという事ですが、内容は聞いていても聞き苦しいというところは無く分かり易くてとても良かったです。朗読の内容が芥川の「藪の中」ですか、ボランティアの場など面と向かって聞く場合と違ってラジオの耳からの音だけですと少し内容を捉えにくい感じはしました。それから、死骸とか殺したとかそのほか生々しい言葉が出て来るのはどうかと言う感じを持ちました。お話の内容が変わればまた別の雰囲気になるのでしょうが。ＣＭの中でスポンサーの新井旅館の紹介がありましたが、そのなかで修善寺温泉の謂れの独鈷の湯の説明がありましたが、毎回同じ様に繰り返されるのでしょうか。修善寺温泉の謂れを知らない方には良い機会かもしれませんが、知っている方には毎回同じですと鬱陶しい感じがします。番組表によりますとこの番組の次が全く雰囲気が変わって若者向けの番組となっていますね。少しどうかなと思いますが、この番組と次の番組の落差の大きさも番組編成に変化を持たせるという事で良いのかもしれませんね。
（千野委員）　　　私も聞きやすいかなと言う印象です。朗読のボランティアの方々が５～６人が喋っていたのでしょうか、その方々にそんなに差が無いと言う事も良いですね。今回の番組流れの様に毎回朗読があって、音楽をはさんで随筆の語りと言うスタイルですか。

（会社側：伊藤）　そうですね、内容は別として番組進行のパターンは毎回ほぼ同じです。

（千野委員）　　　中身が変わって順番にこのスタイルで毎回放送されているのですね。この時間帯で放送するということは施設やその他に向けてＰＲしているのですか。せっかくこの様な番組なのでいろいろな所に紹介したほうが良いですね。どちらかと言うとこの番組は若者向けではなくご年配向けと思います。若い方がじっくりと聞く番組ではないですね。普通この時間帯はＪＡＺＺやその他の音楽番組が多く、若者向けの時間帯ではないか、そういう番組を車の中とかで聞くような時間帯ではとも思いますが。

（会社側：佐藤）　「話の会」でＰＲしているかどうかは聞いていませんが、もともとやられている方々がいろいろな所で活躍されていますので各々の口コミで伝えていただいていると思っています。放送時間帯は要望としては午後８時頃という事でしたが番組の編成の都合上と要望に近い時間帯という事でこの時間帯となりました。どちらかと言うとご年配の方々を対象とした番組ですので音楽番組を前に挟んで年齢層の落差を感じるより、この時間の前のワイドの情報生放送番組の後に続けての方が自然な形と思います。また、この時間帯で聞く事ができない方々に配慮してなるべく多くの人に聞いていただくため木曜の昼の１１時３０分からの再放送もしています。

（千野委員）　　　せっかくですのでこう言う番組ですので色々な場面やボランティアが行くような施設に聞いていただくようにＰＲしたら良いと思います。今後いろいろな所に紹介したらどうでしょうか。今迄この種の番組は無かったのでこの番組はこれはこれで良い番組かなと思います。

（荻生委員）　　　この番組放送が決定した後にスポンサーが新井旅館に決まったと聞きましたが伊豆の自然の静かなたたずまいの中にある老舗旅館のイメージにピッタリの番組ですね。それから、再放送の昼１１時の時間帯が良いですね。夜の７時に車の中で聞くにはたしかにそぐわない内容なのですが、昼間の１１時の時間帯は家事が一段落してゆったりと聞くことが出来る時間帯ではないかと思います。内容的にも静かで、淡々として聞き易いですね。たしかに死骸とかその他出てきますがそれはその時の話の内容で特別問題ではありませんね。短い時間の中で表情が見えない声だけで映像を思い起こさせる事は難しいですね。巧く構成されて静かにできている番組で良いと思いますがただ淡々とした語りで構成全体としては盛り上がりに欠けると思いました。自分の身近な話の語りは聞いている人が自分の身近な話として受け止めることが出来るような内容で主婦の方などには良いと思いました。

（冨山委員）　　　全体を通して話をされた方々皆さんはっきりとしてとても聞き易いというのが第一印象でした。声だけで伝える番組で話をされる方は声で聞く人を集中させなけねばならないのは簡単なようでかなり難しい事であると思いました。この１９時の時間帯で声だけで集中させることはかなり無理が感じられ、もう少し時間帯とかに工夫が必要かなと思いました。それから、スポンサーの新井旅館をうまく番組に取り入れて紹介するＣＭでおもしろい工夫の様に感じられました。このＣＭ内で今週の新井旅館というのがありましたが毎週毎週同じではなくいろいろ違う内容が有るのでしょうか。このように、番組の中で取り上げて歴史など紹介するのも新しい試みの様に感じました。

　　　　　　　　皆さんのお話は聞き取り易かったんですけれども、お話の仕方も全て同じ調子でしたし間の取り方も同じ感じで、自分の話をスピーチされていた方も朗読の調子で同じで個性が無い感じで物語を聞いている様でもう少し喋り手の個性のある形があっても良いのかなと思いました。途中の曲も番組の流れの中での曲という感じで変化が無くまとまってしまっている様で番組としての抑揚が少ないと感じました。

（会社側：佐藤）でもこういう個性が無いのが逆に個性とも言えてそれはそれで良いのではないかと思いますが。

（冨山委員）　　全体としてまとまりすぎで皆さんすべて正しい話し方なのですけれどももう少し変化があったり、くだけた部分があっても良いかなと感じました。

（清水委員長）　　皆さんのおっしゃるご意見が一通り出ましたが、題材の芥川龍之介の「藪の中」でも「蜘蛛の糸」でも若い人にとってはもはや古典と言われているようで、もう少し現代的な最近の文学等を題材にすればもう少し今の時代的なスタイルを取れるのかもしれませんね。漱石や芥川の文語調の文章や言葉では現代風にするには難しいのかもしれませんね。それに、話し方にしても先生と生徒という形ですとすべての方が同じ話し方や間の取り方をするのは当然な事ですね。お手本が同じですから。ＮＨＫなどでは題材にあわせた人材を起用ているように思いますね。例えば江守徹とか吉永小百合とか場面により雰囲気を変える方法をとっている感じがします。

（会社側：伊藤）　検非違使や水干と聞いてイメージできる若い人は少ないと思います。現代的な題材ですが、取り上げて放送に使用する為には著作権や版権の問題を解決する必要があり、労力や費用対効果を考えると難しいところがあります。それと、我々COAST－FMのパーソナリティについても、ベテランが教えた人には、そのベテランと似た言い回しや間の取り方がある事に気付く場合があります。
（清水委員長）　　１人の先生のもとで生徒が勉強していると言う形ですと生徒は全て同じになるのは止むをえないですね。その他のことでもバイオリン等の楽器でもそうですね。普段勉強を重ねて発表会になると上手下手はあっても皆同じ一門と言う感じですね。荻生さんバイオリンの演奏についていかがですか。　

（荻生委員）　　　そうですね、先生が分かりますね。それに楽器の演奏にはそれぞれのパートに役割があります。今回の放送では各自がほとんど全員同じ役割をしているので同じように聞こえるのかもしれませんね。ただ、番組として静かで淡々として良い番組だと思いますよ。

　

（冨山委員）　　　収録は何処でやっているのですか、それとバックの風の音のような感じはどの様にして録っているのですか。

（会社側：伊藤）　COAST-FMのスタジオで収録しています。バックの音はフリーの音源集から選んで使っています。

（冨山委員）　　　番組の宣伝はやっているのですか。それに聴取者の反応はどうですか。

（会社側：佐藤）　番組宣伝はいろいろな時間帯にスポットで入れています。他の番組でも同じようにしています。反応は特に聞いていませんが、放送に出ていらっしゃる人たちの口コミなどを期待してます。ボランティアやいろいろな所で活躍している人達で地元の人ですし、家族やお友達はきっと聞いていると思いますし、毎回出る人が代わりますからかなり多くの方に聞いていただいていると思っています。

（会社側：伊藤）　今までCOAST-FMへ直接のメールとか手紙、電話等の反応はありません。まあ、対象がメールをあまり使用する層ではないと思いますのでメールでの反応は期待していませんが。

　　　　　　　　　以後しばらく雑談　（審議する番組との関係をはなれた話。・・・修善寺温泉の独鈷の湯等にまつわる話）
（清水委員長）　　今回は、また違った分野の番組で色々とご意見が出ました。さらに良い番組を作っていただきたいですね。では、今回はこれで審議終了とします。次回は７月ですね。またよろしくお願いします。

（会社側：佐藤）　色々と貴重なご意見ありがとうございました。

本日はどうもありがとうございました。
６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は番組スタッフに、改善する様に伝えました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　次回の番組審議会は平成1９年７月１１日（水）ＰＭ６：００より行う。
様式４－２








